
第１１回北海道・北東北知事サミット合意事項 

１ 医師確保  

 

（１） 医師確保対策の連携の推進（４道県合意） 

地域医療に必要な医師を確保するため、医師不足や医師の地域偏在・診療科偏在

等の課題解決のための取組みについて検討を進める。 

 

 

２ 地域の特性や資源を活かした地域づくり  

 

（２） 県境地域における広域連携の強化（４道県合意） 

北海道・北東北地域全体の発展を図るため、４道県の総合出先機関が主体となっ

て、県境地域における広域連携を強化する。 

   

（３） 人材の誘致等に向けた共同取組の推進（４道県合意） 

   少子高齢化、人口減少が進む中、４道県が連携協力して人材の誘致を行うなど魅  

力ある地域社会づくりを推進する。 

 

（４） 世界遺産暫定一覧表登載に係る共同提案（４道県合意）   

北海道・北東北地域に所在する縄文遺跡群は、我が国の基層文化である縄文文化 

の様相を示す典型であり、人間と自然との共生の持続性を示す貴重な遺産として未

来に残すべき文化遺産であるとの認識のもと、文化庁に対し、「北海道・北東北の

縄文遺跡群」の世界遺産暫定一覧表登載に係る共同提案を行う。   

 

 

３ その他  

 

（５） 漁業生産情報の共有（４道県合意） 

    中核的漁業者の技術交流や技術の応用のため、漁業生産情報の共有化を進める。 

 

（６） 経済分析・経済予測等の共同研究（３県合意） 

これからの行政においては、産業構造や経済現況の把握を踏まえた施策立案がよ

り重要であることから、広域的な経済分析など、北東北３県を対象とした経済分析・

経済予測等について共同して研究を行う。 

 

（７） 平常時からの防災上の連携・協力の推進（４道県合意） 

      大規模災害時等における広域応援を迅速かつ円滑に遂行するため、北海道・北東

北三県において、指定避難所、物資等備蓄状況などに関する情報の共有化を推進す

るとともに、人命救助のための支援体制について検討する。 

    また、併せて、隣接する道県間においては、大規模災害時等における応援調整を      

円滑に実施するための取り組みや、地理的要因等から共通する防災上の課題の検討      

を推進する。 


